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１． はじめに 
 

近年複数の Web サービス(以下原子 Web サービ

ス)の組み合わせで新しい Web サービスを構成す

る，複合 Web サービス技術が注目を集め，利用

されている．代表的なものとしては，BPEL4WS[1]

が挙げられる．組み合わされるサービスには

様々なものがあり，BPEL4WS では顧客からの注文

処理を行うために製造計画と出荷計画サービス

の連携を行う例が紹介されている． 

現在多くの企業がインターネット上で Web サ

ービスを公開しており，その数は増え続けてい

る．各々の Web サービスはそれぞれ公開元が定

めた異なる利用規約を持っており，利用目的に

よってアクセスが制限される場合もある．その

ため，これらの Web サービスを組み合わせる場

合には，各々の Web サービスに対してアクセス

権管理を適切に行う必要がある．通常複合 Web

サービスから呼び出す原子 Web サービスは予め

決定されているため，一つの複合 Web サービス

では，呼び出す原子 Web サービス全ての利用規

約に合うユーザしか実行できない．そのため，

様々なユーザや原子 Web サービスに対応するた

めには，同じフローを持ち呼び出す原子 Web サ

ービスが異なる複合 Web サービスを複数用意す

る必要がある． 

言語グリッドプロジェクト[2]は，インターネ

ット上に散在する言語資源をサービス化し，複

合 Web サービスにより連携させることで，新た

な言語サービスを構築することを目指している．

各々の原子 Web サービスはその権利者が異なり，

様々な種類のライセンスが存在する．本稿では，

営利か非営利かというユーザの利用目的を対象

にする．また，サービス化された言語資源は，

その種類によってインタフェースが定義されて

いる．翻訳サービスの場合は翻訳元言語と翻訳

先言語，翻訳する文章を引数にとり，形態素解

析の場合は言語と解析する文章を引数にとる．

日英翻訳や日本語形態素解析など，各種類にお

いて利用できる Web サービスは複数存在する． 

本稿では，言語グリッドプロジェクトが対象

としている原子 Web サービスを組み合わせた複

合 Web サービスを BPEL4WS で作成し，その実行

時にユーザの利用目的を元に実際に呼び出す原

子 Web サービスを決定するシステムを構築する． 

 

２． システム構成 
 

 本稿で構築したシステムは，複合 Web サービ

ス実行エンジン，機能拡張モジュール，Web サー

ビスバインディングモジュール，Web サービス情

報管理リポジトリ(エンドポイント URL やインタ

フェース，利用許諾情報を格納)，からなる．図 

1にシステム構成を示す． 

 複合 Web サービス実行エンジンは，BPEL4WS で

記述された複合 Web サービスを実行するソフト

ウェアである．通常複合 Web サービス実行エン 
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ジンは予め指定された原子 Web サービスを呼び

出すが，機能拡張モジュールを挿入し，Web サー

ビスバインディングモジュールを呼び出すこと

で，この振る舞いを変更する．Web サービスバイ

ンディングモジュールでは，Web サービス情報管

理リポジトリを参照し，ユーザの利用目的を元

に実際に呼び出す原子 Web サービスを決定する．  

 なお，複合 Web サービス実行エンジンには

ActiveBPEL[3]を，機能拡張モジュールの挿入に

は，AspectJ[4]を用いた． 

 

３． 外部サービスの動的バインディング 
 

 通常複合 Web サービスでは，外部サービス呼

出の呼び出し先はあらかじめ指定される．本稿

ではこれを拡張し，実行時に実際に呼び出すサ

ービスを決定する．本稿での複合 Web サービス

実行シーケンスを図 2に示す． 

図中に示したアクティビティのうち，色つき

部分が本稿において拡張した部分である．ここ

では，外部サービス呼出処理を実行する前に，

利用許諾に応じた外部 Web サービスの検索を行

っている．本来指定されている外部 Web サービ

スと同等のインタフェースおよび機能を持つ Web

サービス群から，この複合 Web サービスを呼び

出したクライアントの利用目的に適合する Web

サービスを検索する．ここで同等の機能とは，

対応している言語情報を意味する．日英翻訳の

場合，日本語から英語に翻訳するサービスが呼

び出しの候補となり，日本語形態素解析の場合

は日本語を対象とした形態素解析が呼び出しの

候補となる．適切な原子 Web サービスが見つか

った場合，その Web サービスを呼び出す． 
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 クライアントの利用目的としては，営利利用，

非営利利用を扱う．言語サービスの登録時にそ

のサービスがどちら，或いは両方で利用できる

かを登録し，クライアントからの利用時にどち

らで利用するかを選択する．原子言語サービス

呼び出し時にこれらの情報から実際に呼び出す

サービスを検索し，決定する．言語サービス以

外の Web サービスへの対応を可能とするため，

これらの情報は言語サービス本来のインタフェ

ースから切り離し，HTTP ヘッダを通して受け取

る．そのため，本システムは SOAP のトランスポ

ートプロトコルとして HTTP(もしくは HTTPS)を

使用する． 

 

４． おわりに 
 

 原子 Web サービスの利用条件と機能をベース

とした，複合 Web サービスにおける外部 Web サ

ービス呼出の動的バインディング機能を実装し

た．利用条件が異なる様々な原子 Web サービス

が利用できる環境下では，静的にバインドされ

た複合 Web サービスは，呼び出される原子 Web

サービスの利用条件に合ったユーザしか利用で

きない．そのため，様々なユーザやサービスに

対応するには，同じロジックで呼び出す原子 Web

サービスのみが異なる複合 Web サービスを複数

作成する必要があった．実際に呼び出す原子 Web

サービスを実行時に決定することで，対応する

原子 Web サービスが存在すれば，異なる利用目

的を持ったユーザが同じ複合 Web サービスを利

用できる． 

 今後は営利/非営利利用以外の様々な利用条件

を対象として原子 Web サービスの検索処理を行

う，同等の機能を持つサービス間での負荷分散

を実現する等の拡張を予定している． 
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